
入試関係の報道等を通して

校長

節分そして立春と，季節は，迷うことなく春に向
かっております。
学校の周囲では，冬枯れの景色の中にツバキや水

仙が，また，校外に出ると家の庭先の梅やジンチョ
ウゲが，それぞれの個性的な花や香で春の近いこと
を教えてくれています。春の色が，これから一気に
広がろうとしております。
県下では，インフルエンザによる学級閉鎖等のニ

ュースもありますが，本校では，幸いにもそのよう
な措置を取ることもなく，現在に至っているところ
です。
さて，１～３月は，私立小学校，私立中学校，公

立・私立高校，国公立・私立大学，各種学校等の受
験シーズンでもあります。今，受験生は，厳しい寒
さやインフルエンザ感染への不安等の厳しい環境・
条件の中で，いろいろな試練や重圧とたたかいなが
ら，それぞれの志望校への合格を目指して日夜頑張
っていることと思います。
ところで，入試の様子もだいぶ変わってきていま

す。大学入試センター試験，推薦入試や一般入試，
学科の再編，入試科目数の変化，学校によっては受
験生の個性重視（特に秀でた能力の評価）等々，入
試の形式・内容とともに入試に関する新しい動き
（流れ）等が，新聞・テレビ等で頻繁に報道されて
おります。現在，本校の中学３年生の子供たちも，
自分の夢や希望をもとに志望校を決定し，高校入試
に向けがんばっております。
そこで，この時期に頻繁に報道される入試関係の

情報等にも注目していただき，それを一家団らんの
中で話題の一つにしていただければと思います。学

校や学科，入試の形式・内容等
をある程度把握し，必要に応じ
て助言できれば，子供の夢実現
の可能性も広がり，はっきりし
た目標をもって，それに向かっ
て迷うことなく努力していくこ
とができると思います。

【2015ＡＭＡＭＩ市美展】（美術）

奄美大島商工会議所会頭賞 （小２）

奨励賞 （小４） （小５）

特選 （小２） （小３）

（小６）

入選 （小１） （小１）

（小１） （小２）

（小３） （小４）

（小５） （小６）

（中２）

【2015ＡＭＡＭＩ市美展】（硬筆・書道）

入選 （小１） （小２）

（小３） （小４）

（小５） （小６）

（中２）

児童・生徒の活躍の足跡

１月13日（火）の５校時に，小学生全員がたこあげ大会を
行いました。冬休み等に手作りし，形や大きさ，色づけ等に工
夫を凝らした自慢のたこは，各自が開会式で紹介しました。そ
のあと運動場でたこあげに挑戦しました。適度に風も吹き，一
生懸命に走り回って
いた子どもたちのた
こは，空高く上がっ
ていました。
手作りのもので遊
ぶことが少なくなっ
た子どもたちです
が，手作りの良さも
味わった大会になり
ました。

たこあげ大会（小学校）たかばち山
平成2７年２月２日

２ 月 号
奄美市立東城小・中学校

校訓[自ら学ぶ] ○進んであいさつ(誠実) ○進んで仕事(勤労) ○自ら鍛える頭と体(好学・健康)

２月の生活目標
学校をきれいにしよう

責任ある行動をとろう

中学校保健体育科の授業で子どもたちは，体つくり運動や器械運

動，陸上競技，水泳，球技，武道，ダンス，体育理論の学習をして

おります。その中の武道では，保護者の さんに地域指導者

として授業に入っていただき，子どもたちに柔道の楽しさや面白さ

を教えていただいていおります。

12月と１月に15時間の柔道の授業を実施しましたが，子どもた

ちは，地域の先輩に教えてい

ただくことを大変楽しみにし

ており，柔道の実力もめきめ

きと上達していきました。

ご多忙中にもかかわらず，

本校の子どもたちのためにご

指導いただきありがとうござ

いました。

柔道の授業〈中学校〉

２日(月) 学年末テスト（中１・２ ～４日）
５日(木) 公立高校入学者選抜学力検査（中３ ～６日）
６日(金) 劇団四季こころの劇場（小）
１０日(火) 一日遠足（小・中）
１１日(水) 卒業式予行（小・中）
１２日(木) 第67回卒業式（小・中）
１３日(金) 公立高校入学者選抜合格者発表（中3）
１５日(日) 家庭の日・市民清掃の日
２１日(土) 春分の日 青少年育成の日
２１日(土) 住用地区スポーツ少年団交流会
２３日(月) 子どもと一緒に読書の日
２５日(水) 修了式（小・中）
２７日(金) 離任式

３月の行事予定

１月23日（金），中学校1年生が今年度２回目のリュウキュ
ウアユ学習を行いました。今回は，マングローブパークのリュ
ウキュウアユ飼育場の見学が，学習の中心でした。
シアターホールで県環境技術協会の さんからリュウ

キュウアユの基本的知識の講義を聴き，カヌー乗り場横の飼育
場で約１㎝のリュウキュウアユの稚魚やえさのワムシを観察し
ました。汽水域（淡水と海水が合流す
るところ）で成長するリュウキュウア
ユの飼育は，塩分濃度の調整に手間が
かかり，大変難しいということを生徒
たちは学習していました。
本校の特色ある学習として，また，

豊かな自然を残していくことの大切さ
を学ぶ機会として，今後も奄美の自然
環境について学び続けていく必要性を
感じました。

リュウキュウアユ学習（中学校１年）


